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（開会 19：30～） 

 開会します。 

 

 お集まりありがとうございます。平成 23 年の最後の委員会と思いますの

で今年のまとめを市長に報告する運びになると思いますのでよろしくお願

いします。市では、幼保一元化、学校給食施設機能集積が関心の高い課題

となっています。皆さんも気にかけて頂きたいと思います。 

 

 協議の前にしーたん通信にかかる 3 点説明をします。 

3 月 7 日の新聞にもあったしーたん通信の不具合等について、音が出な

い。電池の液漏れなどの不具合の報告があります。現在 597 件、新聞報道

後は 50 件の苦情が届いています。改善策は、現在（株）メディアトライと

協議中です。具体的な対応が決定しましたらお知らせします。 

二つ目は平成 24 年度予算ですが、回線の増設、ページング操作の簡素化、

河川のライブ映像の放送の予算要求を行い、議会の予算審議になっている。 

三つ目は加入率で、資料は 13、14 ページです。加入率は 100％を目指し

ていますが現在は約 80％余りの加入状況。テレビサービスは約半分の状況

です。引き続き加入率アップのため努力いたします。 

では、引き続き協議事項に移ります。 

資料に基づき、（1）しーたん通信・しそうチャンネル等に対する意見等

への対応状況 (2)市民公益活動団体登録制度に伴う放送等支援について 

(3)しーたん通信の「①」チャンネルの運用検討 を順に説明。 

 

 説明は終わりました。これより質疑に入ります。 

 

 ページング操作の簡素化とは具体的にはどのようなものか。 

 放送を確定させるまで 7 つの操作がある。システムに接続する。確認す

るなどですが、この作業を減らすことにより放送操作に慣れやすく、放送

確定までの時間短縮もできます。 

 山崎町では利用が少ない。操作面とシステムの有用性の周知が大事では

ないか。 

 その周知は残念ながらできていません。利用される地区は少ないが、利

用回数は増えている傾向です。 

 今後、周知等の対応予定は。利用が少ない地域への利用説明、自治会長

会等での説明などはできるか。 

 新年度の役員の交代などもあり、説明会や手順書の配付など対応します。 

 自治会長さんも試しに使っていただけるテストをすることで理解、利用
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が進むのではないか。 

 説明会や実施テストの両者のやり方を取り入れて、役員の引き継ぎで実

施していくようにしてほしい。 

 

 接続の回線は 4 回線が 8 回線に増やすのは十分か。もっと増やすのか。 

 このシステムは当初４回線でありましたが、今はシステムででき得る上

限の 8 回線が対応できるようになった。 

 それ以上に増やすのは、コストの問題などもあるのか。 

 システムの限界が 8 回線と理解ください。 

 緊急時における 8 回線が充分なのか、不安が残るものなのか。 

 実際に災害があった場合でなければ検証はできないと思う。 

 探り探りでやっていくようだが、定期的な検証はしていく必要がある。 

 8 回線がふさがっても、1 人放送が終わるごとに別の人も接続できるので

しょう。 

 そのようになります。 

 これは、利用環境は良くなるので、状況を見ながらとします。 

災害などがあれば、事後アンケートをとられると思うので、その時には

しーたん通信の利用についても意見をとっておく必要がある。 

 

 過年度の広報紙が再掲載されたようですが、ご意見は。 

 元に戻ったということで、特に問題はないのでは。 

 

 議会の質疑であったのですが、加入促進の意味合いで負担金が減額され

たということを、お知らせしておいては。 

 しそうチャンネルに加入いただく場合、2 万円の加入金をこれまで免除

していたが、引き続き加入促進のため、平成 26 年 3 月末まで 2 年間延長す

るよう改正しました。 

 しそうチャンネル加入の伸び悩みと免除は得策はとの質疑？  僕は新

しく宍粟市に来られて加入したい人のために、加入しやすい環境を整備し

ておくことは大切だと思う。可能な限り続けてほしい。 

 接続率を上げないと効果も上がらないと思う。得策はあるか。 

 集合住宅のオーナー、管理者などへ接続依頼をしている。別添の加入率

も上がってきた数値です。 

 

 事務局から本日の会議は午後 9 時を目途にとのことで、ご理解ご協力を 

 

 アナウンサーは 2 人で。放送も分担されているのか。 

 そうです。朝は萩藤、昼、夜は長野が対応しています。 

 お悔やみ放送は感情を入れすぎず普通にするほうが良いのではないか。 

 意見として伺っておきます。 
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 お悔やみは、喪主、死亡者の順に放送するが、千種は従前は死亡者、喪

主となっていた。町毎の放送なら千種だけ変更できないだろうか。 

 お悔やみの放送を普通にしたら、また反対に少し軽い、感情を込めて放

送したらとの意見があると思う。どちらも事務局の判断にお任せし、喪主

の順番についても千種は別になるのなら、そう判断し進めて頂きたい。 

 

 議会のテレビ中継は本議会のみとなるか。今回、幼保一元化などで委員

会傍聴など委員会も注目が集まっている。委員会も対応できないか。 

 議会との調整もありますので、意見として伺っておきます。 

 

 先ほどの月間番組の作成は可能か。 

 運用面の問題ですので、検討していきたいと思います。 

 幼保一元化や給食施設統合問題など市民への情報提供をしておけば、関

係する委員会の委員になってもある程度の情報を持ちあわすこととなる。

そのような活用もできるのではないか。 

 検討します。 

 今回の幼保一元化などは今こじれている現状もある。ナイーブな内容に

ついては控えておく必要がある。 

 市長の施政方針、施政情報になると思います。 

 放送は片方の内容だけではダメだ。反対側の説明も必要である。 

 市長の施政方針のみで良いと思う。 

 情報提供で市民の反対、賛成を求めるようなものを放送はできない。 

 私は深い意味ではなく、もっと市の情報を市民に提供すべきではないか、

放送・テレビの一つの方向付けを行っていくべき、情報共有は大切なので、

活用すべき、と思います。 

 

 市民公益活動団体についてはいかがですか。 

 波賀のＢＤＦ（食用油回収、再利用）の活動や婦人会のあと組織が対象

になるか。 

 そうなると思います。 

 先般、赤い羽根募金の事業として映画会を開催した。その周知を放送し

てもらったが、文化会館 2 公演にこれまでより多い約 400 名ずつの入場が

あった。放送の効果による集客力アップと思っている。 

 団体に限らず、個人にも地域力に繋がるものは取り上げてあげるべきで

はないか。 

 事務局も一定の線引きに注意をされたい。 

 営利団体から利用料をとって利用するのはできるか。 

 システム的には可能と思うが、現行は非営利団体で制約している。 

 今後についてはどう考えているか。 

 行革などの部分から収益得る取り組みを考えることも必要ですが、今後
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の検討になると思います。 

 

 しーたん通信の空きチャンネルについて 

① チャンネルに利用はすぐにできるのか。 

 システム的には可能です。 

 皆さんが何を聞きたいかの問題と思う。 

 前回、出ていた農事放送などができるのか。 

 できると思います。 

 聞きたい内容の聞く時間がわからないと意味がない。 

 プログラミングがうまくできるか可能な範囲となるか検討します。 

 取材などで実働出来る人員はあるのか。 

 人員にも限りがある中で可能か。 

 今いる人員の中でのこととなります。 

 

 以上で他ご意見ありませんか。なければ協議を終了し進行を事務局へお

返しします。 

 

 それでは、その他に入ります。 

 今年、3 回の会議を開いていただきいろんな意見をいただきました。そ

の中で、委員会として運用にかかる意見書を作成し 3 回の会議録と併せ、

市長へ提出することとしてはどうかと別紙案を作成しております。 

（水口 説明） 

何か、意見や文言の修正などありましたらお願いします。 

 来年まで任期がある。今年の意見提出があるのですか。 

 はい。今年の活動報告をする方向で。 

 （他に意見なし） 

 それでは、今日の会議録を作成し、提出することとさせていただきます。

日付は、今日としていますが。(今日で良い。との意見) では、そのよう

に進めます。 

 委員長さまに時間をもっていただいてよろしいですか。 

 特に私は意見がないので、事務局から提出いただいたら結構です。 

 承知しました。 

 次に、皆様にお願しています委員の任期ですが、平成 25 年 3 月末までと

なっています。それぞれ役職の変更もあろうかと思いますが、このまま継

続してお勤めいただきたくお願いいたします。 

 私は自治会長を引かせていただく。連合自治会から自治会長として参画

するとのことだったと思うが。 

 推薦いただくときは、自治会から選んで頂いて委員会を構成しましたが

個人にお願いしているということでご理解をいただければとお願いしま

す。 
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（他の委員さんより、引き続いてやりましょう。との声） 

 では、了解しました。 

 ありがとうございました。ではよろしくお願いいたします。 

 それでは、会議の終了にあたり、松下副委員長より閉会をお願いします。 

 長時間の審議ありがとうございました。より解りやすく放送ができるよ

うにご協力お願いします。気を付けてお帰りください。 

 

（終了 21：10） 

 

 

 

 

 

 

 


